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常 日頃 古 い書物 を調べ た り、 その面 をな がめ

て暮 らす ことが多いせ いで もあ ろ う、「古典 」 と

い う語 にな にかひ っかかるもの を感 じる。「古典

芸能」、「古典音楽」 等 々、 やた らにこの 「古典」

なる言葉 が眼 につ く。因 みに広 辞苑の 「こてん

〔古 典〕」 の項 をみ ると、(1)〔 左 伝 、文 公十五年〕

昔の典型 儀 式 また は法 式。(2)昔 の 書物 。昔 の経

典。転 じて永 く残 るべ き価値 の定 まった書 。(3)

(classics)二 世 紀以 来、古代 ギ リシャ及 び ロー

マの代表的 著述 、後 には広 く、学芸上 の大家の

著述 や巨 匠の作品 な どで、後 人の以 て模 範 ・典

型 となす べ きもの をさす。 と書 い てあ る。 つ ま

り、私 がひ っかか るのは ここでの(2)と(3)の 関連

で ある。 す なわ ち、西欧の言葉 、例 えば英 語の

cIassics,dassicの 訳 語 と して 「古典」 なる

語 をと りいれた こ とで ある。勿 論、書物 に関 し

ては何 ら異 論は ないのだ が、 「古典音楽」 とか

「古典芸能 」 な どと書 かれる とど うも気 に かか

る。(3)で のclassics、 またclassicな る語は、私

なりの解釈 だ が、class(優 等 級 を与 える)な る

語 からの派 生語 で、 〔classifyさ れ た もの〕,すな

わち 〔永 く残 るべ き価値 の定 まった ものの クラ

スに入 れ られた もの〕 を指す わけで、 これ を書

物 にのみ限 って 「古典 」 なる訳 語 をあて るの に

は異 論 はないが、書物以 外の分野 にまで、 この

classics,classicな る語 の訳 語 として使 用 す

るの には何 か場 違 い な気 が してな らぬの は私だ

けだ ろ うか。

Classics,classicの 訳 語 としての、この「古

典」 なる語 が 日本語 の語彙組織 の中で正 当 な地

位 を確保 し、一人歩 きを始 めてすで に久 しく、

今 日それは本来の垣根 をこえてその表現内 容 を

広 げ て しま った よ うで ある。 で もやは り私 は、

「古典」 な る語 は書物 の世界 にのみ使用 され る
ふみ

べ きであ り、 それ も、「い に しえの書」 とい うよ

り、「人類 の心の糧 として、永 くの こるべ き価値

の定 まった書物 」 に冠 すべ き もの と思 ってい る。
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